
ＫＧＵ教職課程履修カルテ 

氏名  

所属 
理工学部 理工学科 

           学系 

学籍番号  

取得予定免許状の種類 

担当教員名 

「ＫＧＵ教職課程履修カルテ」は、免許状取得に必要な単位数を確認したり、 

自分の学習の目標を立てたり、教職課程で学んだことを振り返るためのものです。 

＊ 必要な時に記入し、学年末には１年の振り返りをしてください。 

＊ 「ＫＧＵ教職課程履修カルテ」は、教育職員免許状を取得するまで、大切に保管

して下さい。 

【提出方法】 
教育実践センターにおいて、教職キャリアアドバイザ
ーのサイン（印）をもらった後、教務課に提出する。
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【KGU教職課程のめざす教師像】

 関東学院大学は文部科学大臣の認定を受けて、教育職員免許状を取得するための資格を与えるため

に教育職員養成課程（以下、教職課程と略記）を設置している。したがって、教職課程の教育目標は

教育基本法の精神に則り、かつ、1949年制定の教育職員免許法第 1条「教育職員の資質の保持と向
上を図ること」を目的としている。

 さらに、私立のキリスト教総合大学である本学の教職課程は、以下のような独自の理念・目的・使

命を意識し教員養成を行っている。まず、学院全体における建学の理念であるキリスト教に基づく人

格、具体的には「人になれ 奉仕せよ」の校訓を人格陶冶の基底としている点である。次に、私立総

合大学の教員養成機関として、戦後の開放制教員養成の理念をふまえ、幅広い教養と専門知識を有す

る教員を養成することである。つまり、本学教職課程独自の使命とは、私立キリスト教総合大学とし

て、キリスト教の人格主義に基づく人間教育を基底に、幅広い教養と科学的な高度の専門知識（専攻

分野と教職双方における）をも合わせもつ教員の育成にある。

 本学教職課程の独自性・特色は次のようにまとめることができる。

 第１に、本学のキリスト教に基づく建学の精神「奉仕」の理念により、ボランティア活動の推進を

通して社会に貢献できる教員養成を行っていることである。例えば、学内においては「学生メンター

制度」への協力や障がい者支援が、学外においては各種の学校ボランティア活動等があげられる。

第２に、私立総合大学の教職課程として開放制に則り、多様な課程・学校種・教科の教員を養成し

ていることがあげられる。文学部、経済学部、工学部、人間環境学部、法学部を擁する総合大学であ

るという本学のメリットを生かし、幼稚園教諭、小学校教諭、中学校教諭、高等学校教諭、栄養教諭

等、様々な専門領域における教員の養成を行っている。さらに、学校図書館司書教諭養成課程を擁す

る。特に、2008年度の小学校教員養成課程発足により、本学において幼稚園から高校までの教員（教
諭）養成課程が揃ったことは、教職課程を擁する私立大学の中でも特徴的であると言えよう。

 第３に、教職課程は、全学共通の組織・共通カリキュラムで運営されていることである。教育内容

の統一化により各学部間に生ずる差異が克服でき、学生の受講キャンパスも柔軟な対応が可能である。

特に金沢八景キャンパスでは夜間開講に重点を置き、学生に加え、現職教員や社会人の免許取得のニ

ーズに応えている。また、教職課程専任教員は、教職課程の全学組織とともに各学部にも所属してお

り、学部・学科と密接に連携している。さらに、学院全体として系列校や同窓会（燦葉会）と協力し、

教育実習等の提携や系列校への授業参観など、一貫教育校のメリットを生かしている。

 第４に、高大連携による教育実習校の確保に加え、教育委員会との連携による学校支援ボランティ

アや各種講習の開講等、地域との連携協力があげられる。例えば、神奈川県教育職員免許法（栄養教

諭）認定講習（2005・2006 年度）を本学にて夏期に開講した。さらに、2009 年度には教育職員免
許状更新講習を金沢八景キャンパス、小田原キャンパスおよび関東学院メディアセンター（関内）に

おいて開講した。受講申し込みにおいては地域に配慮した形を取り、必修講習の一部については横須

賀市教育委員会から講師派遣等の協力を得た。

2010年度からは、教育職員免許法の新たな改正を踏まえつつ、自己点検によって明らかになった
改善目標を達成するためカリキュラムに変更を加えた。「教職実践演習」の導入に伴い、実践力を求

められる近年の状況に対応し「教職実地体験（指導を含む）」「教職ゼミナール」「特別支援教育」な

どを新設した。また、「KGU 教職課程スタンダード」を策定し、人や社会への貢献を目指した人格
形成等、教員養成の目標を明確にした。これらの対応も含め、今後も、本学の伝統を踏まえつつ、社

会の変化および法令の改正等に積極的に対応していく予定である。

本学の建学の精神であるキリスト教に基づく人格陶冶を基礎とし、校訓「人になれ 奉仕せよ」を通して

教職に求められる豊かな人間性を培いつつ、以下のような教員養成に努める。  

①共生社会に貢献できる奉仕の精神をもった教員の養成 

②幅広い教養と高度の専門的知識をもった教員の養成 

③得意分野と個性を伸長し、常に学び続けることのできる教員の養成 

④体験的学習や多彩な指導法の修得を通した実践的指導力をもった教員の養成 
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【KGU教職課程スタンダード】

事項 到達目標 目標到達の確認指標 

①

教員として求められ

る使命感や責任感、

教育的愛情等に関

する事項

○

教育に対する使命感や情熱ととも

に、高い倫理観と規範意識を持って

教育に携わることが出来る。

○

教員の使命や職務についての基本的な理解に基づ

き、責任感を持って積極的に自己の責務を果たそう

とする姿勢を持っているか。

○

教員としての資質・能力の向上のた

めに、常に努力し成長しようとする姿

勢が身に付いている。

○

自己の課題を認識し、その解決に向けて自己研鑽

に励むなど、常に学び続けようとする姿勢を持ってい

るか。

○
子どもの成長や安全、健康を第一に

考え、適切に行動することが出来る。
○
子どもの成長や安全、健康管理に常に配慮して、具

体的な教育活動を組み立てることが出来るか。

②

教員として求められ

る社会性や対人関係

能力に関する事項

○

職責や義務の自覚に基づき、目的や

状況に応じた適切な言動をとることが

出来る。

○
服装や挨拶、言葉遣い、他者に対する接し方など、

社会人としての基本が身に付いているか。

○

子どもとの良好かつ建設的な関係を

構築し、維持・発展させることが出来

る。

○
温かく、親しみのある態度で子どもに接するともに、

子どもの成長を促す関わり方が出来るか。

○

学校組織の一員として他教職員と協

働するとともに、保護者や地域の

人々との良好で協力的な人間関係を

形成することが出来る。

○

学校組織の一員として協調性や柔軟性を持って校

務の運営に当たるとともに、保護者や地域の人々の

意見や要望に耳を傾け、連携して子どもの教育を進

めることができるか。

③

教員として求められ

る幼児児童生徒理解

や学級経営等に関

する事項

○

子どもに対して公平かつ受容的な態

度で接し、豊かな人間的交流を行う

ことができる。

○
一人一人の子どもの尊厳を守り、受容と共感をもって

子どもに接することが出来るか。

○

子どもの発達や学習の在り方につい

て理解するとともに、子どものニーズ

を把握し、適切な対応をすることが出

来る。

○
子どもの性格や発達レベル、健康状態等を考慮しつ

つ、一人一人のニーズに合わせた対応が出来るか。

○
互いの尊厳を促し、規律ある学級経

営を行うことが出来る。
○

子どもの特性や心身の状況を把握した上で学級経

営案を作成し、それに基づく学級作りをしようとする

姿勢を持っているか。

④

教員として求められ

る教科・保育内容等

の指導力に関する事

項

○

教科書の内容を理解しているなど、

学習指導の基本的事項を身に付け

ているとともに、幅広い教養と高い専

門知識を有している。

○

教科書の内容を十分に理解し、教科書を介してわか

りやすく学習を組み立てるとともに、子どもからの質

問に的確に応えることが出来るか。

○

板書、話し方、表情など授業を行う上

での基本的な表現力を身に付けてい

る。

○

板書や発問、的確な話し方など基本的な授業技術

を身に付けるとともに、子どもの反応を十分に引き出

し集中力を高める授業を行うことが出来るか。

○

適切な学習目標を設定するとともに、

子どもの反応や学習の定着状況に

応じて、指導方法や教材等の工夫を

することが出来る。

○

適切な学習目標を設定し、教育評価を行うとともに、

子どもの学ぶ意欲を高めるためにさらなる工夫をす

ることが出来るか。

⑤

人や社会への貢献を

目指した人格形成に

関する事項

○
人や社会に対して深い関心を持つこ

とが出来る。
○

社会の中で生じている様々な出来事について興味・

関心を持つとともに、他者を深く理解しようとする態

度を持っているか。

○
人や社会に対して共感的態度を持

つことが出来る。
○

他者や社会に対して受容的で共感的な態度を持

ち、積極的に他者や社会と関わろうとする態度を持

っているか。

○

奉仕とボランティアの精神を持って、

人や社会への貢献を目指すことが出

来る。

○
奉仕活動やボランティアを通して、自らの力を他者

や社会の貢献に役立てることが出来るか。
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KGU教職課程履修カルテ

教職課程ガイダンス出席状況 

 教務課印  教務課印 

１年次 春  秋  

２年次 春  秋  

３年次 春  秋  

４年次 春  秋  

所定の試験への合格 

合格した試験 
合否 

（合格したら○） 
備考 

教職課程テスト   

介護等体験 

必選別 開講科目 単位 修得年次 評価 備考 

介護等体験 

中 オリエンテーション 

中 第１回事前指導 

中 第２回事前指導 

中 第３回事前指導 

中 社会福祉施設 

中 特別支援学校 

      ※中学校免許希望者は必修
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KGU教職課程履修カルテ【１年次】      （記入日   年  月  日）

全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
で
も
な
い

や
や
あ
て
は
ま
る

非
常
に
あ
て
は
ま
る

①
教員の使命や職務についての基本的な理解に基づき、責任感を持って積

極的に自己の責務を果たそうとする姿勢を持っている。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

②
自己の課題を認識し、その解決に向けて自己研鑽に励むなど、常に学び

続けようとする姿勢を持っている。
 1 2 3 4 5 A 

③
子どもの成長や安全、健康管理に常に配慮して、具体的な教育活動を組

み立てることが出来る。
 1 2 3 4 5 点

④
服装や挨拶、言葉遣い、他者に対する接し方など、社会人としての基本が

身に付いている。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑤
温かく、親しみのある態度で子どもに接するともに、子どもの成長を促す関

わり方が出来る。
 1 2 3 4 5 B 

⑥

学校組織の一員として協調性や柔軟性を持って校務の運営に当たるととも

に、保護者や地域の人々の意見や要望に耳を傾け、連携して子どもの教育

を進めることができる。

 1 2 3 4 5 点

⑦
一人一人の子どもの尊厳を守り、受容と共感をもって子どもに接することが

出来る。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑧
子どもの性格や発達レベル、健康状態等を考慮しつつ、一人一人のニーズ

に合わせた対応が出来る。
 1 2 3 4 5 C 

⑨
子どもの特性や心身の状況を把握した上で学級経営案を作成し、それに基

づく学級作りをしようとする姿勢を持っている。
 1 2 3 4 5 点

⑩
教科書の内容を十分に理解し、教科書を介してわかりやすく学習を組み立

てるとともに、子どもからの質問に的確に応えることが出来る。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑪
板書や発問、的確な話し方など基本的な授業技術を身に付けるとともに、

子どもの反応を十分に引き出し集中力を高める授業を行うことが出来る。
 1 2 3 4 5 D 

⑫
適切な学習目標を設定し、教育評価を行うとともに、子どもの学ぶ意欲を高

めるためにさらなる工夫をすることが出来る。
 1 2 3 4 5 点

⑬
社会の中で生じている様々な出来事について興味・関心を持つとともに、他

者を深く理解しようとする態度を持っている。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑭
他者や社会に対して受容的で共感的な態度を持ち、積極的に他者や社会

と関わろうとする態度を持っている。
 1 2 3 4 5 E 

⑮
奉仕活動やボランティアを通して、自らの力を他者や社会の貢献に役立て

ることが出来る。
 1 2 3 4 5 点

上記 A～Eの各得点を次頁レーダーチャート図に記入のこと
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KGU教職課程履修カルテ【１年次】      （記入日   年  月  日）

0

5

10

15

A

B

CD

E

秀  
単位

優  
単位

良  
単位

可  
単位
不可

単位

本年度の学習の振り返りと今後の課題（具体的に記述すること） 

教員の所見 

Ａ：教員として求められる使命感や責任感、教育的愛情等に関

する事項 

Ｂ：教員として求められる社会性や対人関係能力に関する事項 

Ｃ：教員として求められる幼児児童生徒理解や学級経営等に関

する事項 

Ｄ：教員として求められる教科・保育内容等の指導力に関する

事項 

Ｅ：人や社会への貢献を目指した人格形成に関する事項 
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KGU教職課程履修カルテ【２年次】      （記入日   年  月  日）

全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
で
も
な
い

や
や
あ
て
は
ま
る

非
常
に
あ
て
は
ま
る

①
教員の使命や職務についての基本的な理解に基づき、責任感を持って積

極的に自己の責務を果たそうとする姿勢を持っている。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

②
自己の課題を認識し、その解決に向けて自己研鑽に励むなど、常に学び

続けようとする姿勢を持っている。
 1 2 3 4 5 A 

③
子どもの成長や安全、健康管理に常に配慮して、具体的な教育活動を組

み立てることが出来る。
 1 2 3 4 5 点

④
服装や挨拶、言葉遣い、他者に対する接し方など、社会人としての基本が

身に付いている。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑤
温かく、親しみのある態度で子どもに接するともに、子どもの成長を促す関

わり方が出来る。
 1 2 3 4 5 B 

⑥

学校組織の一員として協調性や柔軟性を持って校務の運営に当たるととも

に、保護者や地域の人々の意見や要望に耳を傾け、連携して子どもの教育

を進めることができる。

 1 2 3 4 5 点

⑦
一人一人の子どもの尊厳を守り、受容と共感をもって子どもに接することが

出来る。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑧
子どもの性格や発達レベル、健康状態等を考慮しつつ、一人一人のニーズ

に合わせた対応が出来る。
 1 2 3 4 5 C 

⑨
子どもの特性や心身の状況を把握した上で学級経営案を作成し、それに基

づく学級作りをしようとする姿勢を持っている。
 1 2 3 4 5 点

⑩
教科書の内容を十分に理解し、教科書を介してわかりやすく学習を組み立

てるとともに、子どもからの質問に的確に応えることが出来る。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑪
板書や発問、的確な話し方など基本的な授業技術を身に付けるとともに、

子どもの反応を十分に引き出し集中力を高める授業を行うことが出来る。
 1 2 3 4 5 D 

⑫
適切な学習目標を設定し、教育評価を行うとともに、子どもの学ぶ意欲を高

めるためにさらなる工夫をすることが出来る。
 1 2 3 4 5 点

⑬
社会の中で生じている様々な出来事について興味・関心を持つとともに、他

者を深く理解しようとする態度を持っている。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑭
他者や社会に対して受容的で共感的な態度を持ち、積極的に他者や社会

と関わろうとする態度を持っている。
 1 2 3 4 5 E 

⑮
奉仕活動やボランティアを通して、自らの力を他者や社会の貢献に役立て

ることが出来る。
 1 2 3 4 5 点

上記 A～Eの各得点を次頁レーダーチャート図に記入のこと
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KGU教職課程履修カルテ【２年次】      （記入日   年  月  日）

0

5

10

15

A

B

CD

E

秀  
単位

優  
単位

良  
単位

可  
単位
不可

単位

本年度の学習の振り返りと今後の課題（具体的に記述すること） 

教員の所見 

Ａ：教員として求められる使命感や責任感、教育的愛情等に関

する事項 

Ｂ：教員として求められる社会性や対人関係能力に関する事項 

Ｃ：教員として求められる幼児児童生徒理解や学級経営等に関

する事項 

Ｄ：教員として求められる教科・保育内容等の指導力に関する

事項 

Ｅ：人や社会への貢献を目指した人格形成に関する事項 
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KGU教職課程履修カルテ【３年次】      （記入日   年  月  日）

全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
で
も
な
い

や
や
あ
て
は
ま
る

非
常
に
あ
て
は
ま
る

①
教員の使命や職務についての基本的な理解に基づき、責任感を持って積

極的に自己の責務を果たそうとする姿勢を持っている。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

②
自己の課題を認識し、その解決に向けて自己研鑽に励むなど、常に学び

続けようとする姿勢を持っている。
 1 2 3 4 5 A 

③
子どもの成長や安全、健康管理に常に配慮して、具体的な教育活動を組

み立てることが出来る。
 1 2 3 4 5 点

④
服装や挨拶、言葉遣い、他者に対する接し方など、社会人としての基本が

身に付いている。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑤
温かく、親しみのある態度で子どもに接するともに、子どもの成長を促す関

わり方が出来る。
 1 2 3 4 5 B 

⑥

学校組織の一員として協調性や柔軟性を持って校務の運営に当たるととも

に、保護者や地域の人々の意見や要望に耳を傾け、連携して子どもの教育

を進めることができる。

 1 2 3 4 5 点

⑦
一人一人の子どもの尊厳を守り、受容と共感をもって子どもに接することが

出来る。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑧
子どもの性格や発達レベル、健康状態等を考慮しつつ、一人一人のニーズ

に合わせた対応が出来る。
 1 2 3 4 5 C 

⑨
子どもの特性や心身の状況を把握した上で学級経営案を作成し、それに基

づく学級作りをしようとする姿勢を持っている。
 1 2 3 4 5 点

⑩
教科書の内容を十分に理解し、教科書を介してわかりやすく学習を組み立

てるとともに、子どもからの質問に的確に応えることが出来る。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑪
板書や発問、的確な話し方など基本的な授業技術を身に付けるとともに、

子どもの反応を十分に引き出し集中力を高める授業を行うことが出来る。
 1 2 3 4 5 D 

⑫
適切な学習目標を設定し、教育評価を行うとともに、子どもの学ぶ意欲を高

めるためにさらなる工夫をすることが出来る。
 1 2 3 4 5 点

⑬
社会の中で生じている様々な出来事について興味・関心を持つとともに、他

者を深く理解しようとする態度を持っている。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑭
他者や社会に対して受容的で共感的な態度を持ち、積極的に他者や社会

と関わろうとする態度を持っている。
 1 2 3 4 5 E 

⑮
奉仕活動やボランティアを通して、自らの力を他者や社会の貢献に役立て

ることが出来る。
 1 2 3 4 5 点

上記 A～Eの各得点を次頁レーダーチャート図に記入のこと
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KGU教職課程履修カルテ【３年次】      （記入日   年  月  日）
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単位

本年度の学習の振り返りと今後の課題（具体的に記述すること） 

教員の所見 

Ａ：教員として求められる使命感や責任感、教育的愛情等に関

する事項 

Ｂ：教員として求められる社会性や対人関係能力に関する事項 

Ｃ：教員として求められる幼児児童生徒理解や学級経営等に関

する事項 

Ｄ：教員として求められる教科・保育内容等の指導力に関する

事項 

Ｅ：人や社会への貢献を目指した人格形成に関する事項 
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KGU教職課程履修カルテ【４年次】      （記入日   年  月  日）

全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
で
も
な
い

や
や
あ
て
は
ま
る

非
常
に
あ
て
は
ま
る

①
教員の使命や職務についての基本的な理解に基づき、責任感を持って積

極的に自己の責務を果たそうとする姿勢を持っている。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

②
自己の課題を認識し、その解決に向けて自己研鑽に励むなど、常に学び

続けようとする姿勢を持っている。
 1 2 3 4 5 A 

③
子どもの成長や安全、健康管理に常に配慮して、具体的な教育活動を組

み立てることが出来る。
 1 2 3 4 5 点

④
服装や挨拶、言葉遣い、他者に対する接し方など、社会人としての基本が

身に付いている。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑤
温かく、親しみのある態度で子どもに接するともに、子どもの成長を促す関

わり方が出来る。
 1 2 3 4 5 B 

⑥

学校組織の一員として協調性や柔軟性を持って校務の運営に当たるととも

に、保護者や地域の人々の意見や要望に耳を傾け、連携して子どもの教育

を進めることができる。

 1 2 3 4 5 点

⑦
一人一人の子どもの尊厳を守り、受容と共感をもって子どもに接することが

出来る。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑧
子どもの性格や発達レベル、健康状態等を考慮しつつ、一人一人のニーズ

に合わせた対応が出来る。
 1 2 3 4 5 C 

⑨
子どもの特性や心身の状況を把握した上で学級経営案を作成し、それに基

づく学級作りをしようとする姿勢を持っている。
 1 2 3 4 5 点

⑩
教科書の内容を十分に理解し、教科書を介してわかりやすく学習を組み立

てるとともに、子どもからの質問に的確に応えることが出来る。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑪
板書や発問、的確な話し方など基本的な授業技術を身に付けるとともに、

子どもの反応を十分に引き出し集中力を高める授業を行うことが出来る。
 1 2 3 4 5 D 

⑫
適切な学習目標を設定し、教育評価を行うとともに、子どもの学ぶ意欲を高

めるためにさらなる工夫をすることが出来る。
 1 2 3 4 5 点

⑬
社会の中で生じている様々な出来事について興味・関心を持つとともに、他

者を深く理解しようとする態度を持っている。
 1 2 3 4 5 

｝
合計点

⑭
他者や社会に対して受容的で共感的な態度を持ち、積極的に他者や社会

と関わろうとする態度を持っている。
 1 2 3 4 5 E 

⑮
奉仕活動やボランティアを通して、自らの力を他者や社会の貢献に役立て

ることが出来る。
 1 2 3 4 5 点

上記 A～Eの各得点を次頁レーダーチャート図に記入のこと
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KGU教職課程履修カルテ【４年次】      （記入日   年  月  日）
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単位

可  
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単位

本年度の学習の振り返りと今後の課題（具体的に記述すること） 

教員の所見 

Ａ：教員として求められる使命感や責任感、教育的愛情等に関

する事項 

Ｂ：教員として求められる社会性や対人関係能力に関する事項 

Ｃ：教員として求められる幼児児童生徒理解や学級経営等に関

する事項 

Ｄ：教員として求められる教科・保育内容等の指導力に関する

事項 

Ｅ：人や社会への貢献を目指した人格形成に関する事項 
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KGU教職課程履修カルテ

文部科学省令に定める科目 

理工学部 

法令科目区分 必選別 開講科目 
単

位 

修得

年次 
評価 担当教員 

日本国憲法 ○ 憲 法 2 

体 育 

△ 健康スポーツⅠ 1 

△ 健康スポーツⅡ 1 

△ 健康スポーツⅢ 1 

△ 健康スポーツⅣ 1 

△ 健康スポーツⅤ 1 

△ 健康スポーツⅥ 1 

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

○ 総合英語（リスニング） 1 

○ 
総合英語（オーラルコミ

ュニケーション） 
1 

情報機器の操作 ○ 情報基礎及び演習Ⅰ 2 

○：必修、△：２科目選択必修 
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KGU教職課程履修カルテ

教職課程に関する科目 

○：必修 中：中学校免許希望者は必修 

法令科目 

区分 
授業科目名 

必

選 

別 

単

位 

修

得 

年

次 

評

価 
担当教員 学んだこと 

教育の基礎的

理解に関する

科目 

教育原理 ○ 2 

教職論 

（ﾁｰﾑ学校を含む） 
○ 2 

学校の制度 ○ 2 

教育心理学 ○ 2 

特別支援教育 ○ 2 

教育課程論（ｶﾘｷｭﾗﾑ

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを含む） 
○ 2 

道徳、総合的な

学習の時間等

の指導法及び

生徒指導、教育

相談に関する

科目 

道徳教育の理論と実

践 ※1  
中 2 

総合的な学習の時間

の指導法 
○ 2 

特別活動の理論と実

践 
○ 2 
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KGU教職課程履修カルテ

教職課程に関する科目 

○：必修 中：中学校免許希望者は必修 

教職に関する 

科目 
科目名 

必

選 

別 

単位 

修

得 

年

次 

評

価 
担当教員 学んだこと 

道徳、総合的な

学習の時間等

の指導法及び

生徒指導、教育

相談に関する

科目 

教育の方法と技術  ○ 2 

生徒指導・進路指導

の理論と方法 
○ 2 

教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

を含む） 
○ 2 

教育実践に関

する科目 

教育実習指導１ ○ 1 

教育実習指導２ ○ 1 

教育実習１ ○ 2 

教育実習２ 中 2 

教職実践演習（中高） ○ 2 

教科および教

科の指導法に

関する科目 

各教科教育法 ※ 4 次ページに記入 次ページに記入 
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KGU教職課程履修カルテ

教職課程に関する科目 

※必選別は履修要綱を参照のこと。 

教職に関する 

科目 
科目名 

必

選 

別 

単位 

修

得 

年

次 

評

価 
担当教員 学んだこと 

教科および教

科の指導法に

関する科目 

数学科教育法１ 

※ 

4 

数学科教育法２ 4 

技術科教育法１ 4 

技術科教育法２ 4 

理科教育法１ 4 

理科教育法２ 4 

工業科教育法 4 
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KGU教職課程履修カルテ

大学が独自に設定する科目 

△：選択 

科目群 科目名 

必

選 

別 

単位 

修

得 

年

次 

評

価 
担当教員 学んだこと 

Ａ群 

道徳教育の理論と実

践（高免のみ） 
△ 2 

教職実施体験（指導

を含む） 
△ 1 

防災教育 △ 2 

ESD（接続可能な開発

のための教育） 
△ 2 

異文化間教育 △ 2 

Ｂ群 

学校経営と学校図書

館 
△ 2 

学習指導と学校図書

館 
△ 2 

教育と社会 △ 2 

社会教育論 △ 2 

地域社会の形成と教

育 
△ 2 

学校と教育問題 △ 2 

スクールソーシャル

ワーク論 
△ 2 
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KGU教職課程履修カルテ

「教科に関する専門的事項」に関する科目 

数学（中学校・高等学校） 

法令科目区分 必選別 本学で開講する該当科目 単位
修得

年次
評価 担当教員 備 考

代 数 学 

幾 何 学 

解 析 学 

確率論、統計学 

コンピュータ 
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KGU教職課程履修カルテ

「教科に関する専門的事項」に関する科目

理科（中学校）

法令科目区分 必選別 本学で開講する該当科目 単位
修得

年次
評価 担当教員 備 考

物理学

物理学実験
（コンピュータ活用を含む。）

化学

化学実験
（コンピュータ活用を含む。）

生物学

生物学実験
（コンピュータ活用を含む。）

地学

地学実験
（コンピュータ活用を含む。）
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KGU教職課程履修カルテ

「教科に関する専門的事項」に関する科目

理科（高等学校）

法令科目区分 必選別 本学で開講する該当科目 単位
修得

年次
評価 担当教員 備 考

物理学

化学

生物学

地学

物理学実験

（コンピュータ活用を含む。）、

化学実験

（コンピュータ活用を含む。）、

生物学実験

（コンピュータ活用を含む。）、

地学実験
（コンピュータ活用を含む。）

20



KGU教職課程履修カルテ

「教科に関する専門的事項」に関する科目

技術（中学校） 

法令科目区分 必選別 本学で開講する該当科目 単位
修得

年次
評価 担当教員 備 考

木材加工 

（製図及び実習を含む。）

金属加工 

（製図及び実習を含む。）

機械 

（実習を含む。） 

電気 

（実習を含む。） 

栽培 

（実習を含む。） 

情報とコンピュータ 

（実習を含む。） 
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KGU教職課程履修カルテ

「教科に関する専門的事項」に関する科目

工業（高等学校） 

法令科目区分 必選別 本学で開講する該当科目 単位
修得

年次
評価 担当教員 備 考

工業の関係科目 

職業指導 
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KGU教職課程履修カルテ

「文部科学省令に定める科目」合計修得単位数 

「教職課程に関する科目」合計修得単位数 
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KGU教職課程履修カルテ

「大学が独自に設定する科目」「教科に関する専門的事項に関する科目」 

合計修得単位数 

       （免許の種類：        ） 

       （免許の種類：        ） 

       （免許の種類：        ） 
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KGU教職課程履修カルテ

教職に関する学外実習・介護等体験・ボランティア経験等の状況

年次   

場所   

期間・時間数 

    年   月   日から   年   月   日までの計   日間 

１日あたりの時間数：     時間  

内容   

【学んだこと】
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KGU教職課程履修カルテ

提出・記入 

キャリア 

アドバイザー 

確認欄 

教務課 

確認印 

教員 

確認印 

１年次 まとめ 
※2年次春に提出

２年次 まとめ 
※3年次春に提出

３年次 まとめ 
※4年次春に提出

４年次 まとめ 
※教職実践演習の授業内に 

提出

     ※教職課程履修カルテは、2年次から提出開始
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